複合社会の形成原理に関する基礎研究 by 水島, 司 et al.
Title複合社会の形成原理に関する基礎研究


















司(東 京外国語大学アジア ・アフ リカ言語文化研究所 ・助教授)
裕子(東 京外国語大学アジア ・アフ リカ言語文化研究所 ・助教授)
哲夫(駒 沢大学文学部 ・助教授)
淳嗣(東 京大学教養学部 ・助手)
2.研 究 のね らい ・目的
本研究の代表者 は、昭和63年度か ら開始された 「多民族国家におけ る異化同化形態の比較研
究」プロジェク ト(ア ジア ・アフ リカ言語文化研究所:主 査 水島司)、 平成3～4年 度の国
際学術研究 「多民族国家マ レー シアにおける 『共同体』の比較研究」(研 究代表者:宮 崎恒
二)、 および平成5～6年 度の同 「多民族国家マ レーシアにおけるr文 化生態』の総合的研
究」(研 究代表者:菱 口善美)と 関連 して、マ レーシアを構成する民族諸集団の相互接触 と国
民文化形成のダイナ ミズムを総合的に解明 し、多文化接触のモデルを作 り上げる努力を してき
た。そ して、その関連で、マレー シア国立文書館、シンガポール国立大学図書館、およびシン
ガポール国立文書館か ら750本前後のマイ クロ ・フィルムを収集 した。そこには、官報、政府
報告書、新聞など、マレーシア社会全般にわたるさまざまな内容の記録が含まれている。本研
究は、 これ らの資料を用いて、マ レーシアという代表的な複合社会の形成過程を実証的に解明
するための基礎データを統合化することを目的としている。
具体的には、マイクロ ・フィルム形態の政府公文書や新聞、各種出版物 ・研究書等 に記載さ
れている地図や統計その他をヴィジュアルな形で入力 し、それ らを分類 ・整理することによっ
て、1950年前後 から今 日までの10年毎の情報地図を作成する。こうした作業 によって、利用 し
に くい諸情報が、単にヴィジュアルな形で示 されるだけでな く、コ ンピューターの上でハイ
パー ・テキス ト化 されることによ り、年代別、テーマ別に、総合的な情報把握 と分析が可能に
なると期待 したのである。作業の結果提示 され るであろう成果は、タイム ・シリーズの多数の
視覚資料であ り、今後多 くの研究者に利用 され うると思われる。
この研究 に参加 したのは、イン ド、台湾、日本、タイ、バ ングラデシュ等をフィール ドとし、
ディシプ リンを異にする研究者である。 このような研究者が、マレー シアを対象 として基礎的




3.平 成5年 度 の 研 究 経 過
平成5年 度 には、 まず アルバ イ ター
が マイ ク ロ ・フ ィル ムの プ リ ン ト作業
を ア ジア ・ア フ リカ言 語文 化研 究所 の
リーダ ー ・プ リンターを利 用 して進 め
た。 また、 パ ソコ ンの ハ ー ドはマ ッキ
ン トッシュ と し、 ソフ トはi-Servとい
う画像 処理 ソフ トウェアを選 択 し、今
後最 も利用 しやす い と考 え られ る分類
項 目作 りを行 った。 この作業 と関連 して、研究参加者の うち、水島、永田、佐藤の3名 が国際
学術研究 「多民族国家マ レーシアにおけるr文 化生態』の総合的研究」(研 究代表者:葵 口善
美)に 参加 して調査研究 と資料収集を行 った。
4.研 究 の成果 とフ ロ ンテ ィア
本年度は、初年度であ り、マイクロのプ リン トとデータ分析の手法の確立が主な作業であり、
入力されたデータを系統化するというレヴェルには至 っていない。
5.今 後 の課 題
来年度は、プ リント作業を継続す るとともに、人口、都市、集落、道路、行政区分、鉱山、
エステー ト、潅概網などの基礎的なデータに関 して、10年毎の単位で情報地図を作成 し、その
利用によってどのような議論ができるかを模索す る。それができた段階で、続いて情報地図の
内容を多様化させ る。 イン ド人の場合はカース ト団体、華人の場合 は会館や同姓会、マ レー人
の場合 は農民団体など、より複合社会の形成 というテーマに近接 した情報を、情報地図の中に
埋め込む手法を確立す る。
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